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告示SRTの各種方鴨課題遂行への転移作用
小牧純爾(金沢大･文)
告示SRTが ｢wz'n-stay,lose-shifEJ
遂行を促進することが明らかになっているが.こ
の同じSRTが oddity学習に対しても促進の作
用をもつかどうかを6所のオスのニホンザルをFT]
いて吟味した｡告示SRTとは,迎統逆転訓練
(Successive reversal training)の場面で,
次の逆転の正刺激(現学習の色刺激)を1個呈示
し,それへの反応を強化する(Pタイプ)か,吹
の逆転の色刺激(現学習の正刺激)を1個呈示し
強化しない(Nタイプ)試行を,逆転直前に挿入
する訓練手続をいう｡
6頭を2群〔(P′-3)群と(N′-8)群〕に
分け,WGTAにおいてPまたはNタイプの告示
SRTを30および20逆転の2つのブロックに分け
て与えた｡邦1ブロックの前.郡2ブロックの前
と後に.24課題からなるoddity課題のシ.)-ズ
を与え,告示SRTからの作用をテストしたo
oddity課題は都合4シリーズ,96課題与えた｡
Oddity課題の遂行はシT)-ズを重ねるにつれ
向上したP,',(N′-3)群の向上は著しく,第4
シリーズにおいて oddity学習を達成した｡一方,
(P-3)群は途中で停滞現象を示し,4シリー
ズ内での達成は見られなかった｡
Nタイプの告示SRTが oddity課超遂行 を
促進することが確かめられた｡これは,告示SR
Tが.選択方略に関する学習だけでなく,｢注忌J
の学習をも成立させることを意味するものと理解
された｡
霊長類の繁殖成功度を左右する行動学的,社会
学的要田
山極寿-(日本モンキ セーンター)
日本国内の動物園に飼育されている各種霊長規
の繁殖状況と,繁殖成功度を左右する行動学的,
社会学的諸条件を調べるために.日本モンキーセ
ンターをはじめBg栄とBg西の動物園で行動観察や
聞き込みによる調査を行なちた｡また,全国の65
の動物園にアンケート調丑を依頼し.88旺司から回
答を得た.調査は飼符されている各和詔長規の,
飼育ケージの大きさ,飼育芥羊の性･年令fIq成,盟
殖成約の良否.分娩陀告の有料.他閑との兜舛協
刀,人工受frl例.メスの発情微峡,子殺しや飼符
個体Wのトラブル.誘惑行動やTf児行批 雌雄問
の優劣等について実施され,78和の詔良川859例
のff料が収許された｡ff料を分析した納札 以下
のことがこれまでに明らかになっている｡
1)ケージの大きさと偶作故からTT.Elル た佃休
密度の低いものは.繁煎成紙が.想い幌向がある｡
2) どの柾でもオスとメスのペアで飼Tfされて
いる例が多いが,野生状闇で単雄視雌.校雄視雌
の群れを造る種では,ペア飼育の繁殖成約が想い
場合が多い｡
3)子殺し例は22種の霊長類で見られたが.リ
スザルやマントヒヒで多く,オスが複数の時によ
く発現する傾向がある｡
4)母親の育児拒否と子殺しは明らかに高い相
関があり,母親以外の個体が赤ん坊の育児に参加
する柾でも子殺し行動が多く見られる｡
5)メスの発情徴候は原猿類のキツネザル科,
苑掠邦オナガザル科のマンガベイ,ヒヒ,マカカ
屑.オランウータン科のチンパンジー属によく認
められるが他の種では判別が難しいO雌雄間の優
劣も原投獄と真猿類のマーモセット科ではあいま
いであり.誘惑行動や誇示行動の発現様式はこの
2つの要因によって多大な影響を受けているもの
と考えられる｡
今後これらの資料の分析を進め,野生状態につ
いての報告とも比較し検討を加えるつもりである｡
霊長類のLp(α)リボ茸白について
牧野和彦･前田悟司･藤橋隆志(岐阜大･
医)･安部 彰･清畠 満･川出兵坂(岐
阜大･医)
(目的)Lp(a).)ポ蛋白〔以下Lp(a)〕は人
と日長類にのみ存在する迫伝性1)ポ環白とされて
いるが.詔長輔のLp(a)に関する報lB･はきわめ
て少なく.未だ系統的な研究は行われていない｡
そこでわれわれは.各種EZ艮矧 こついて血TL7Lp
(a)氾皮をロケット免疫fti気泳動法により測定
した｡同法により検出不随の検肘 こついてはEL
ISA法により測定した｡
(結究)原拍亜日に屑するワオキツネザル.オ
オガラゴ,享-1授亜目の広舟下目に屑すろコモンマ
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